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日
本
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
東

ア
ジ
ア
石
炭
市
場
と
三
井
物
産

上

海

市

場

を

中

心

に

東
京
教
育
大
学
大
学
院

山

下

直

登

問

題

の

所

在

本
稿
の
課
題
は
明
治
三
〇
～
四
〇
年
代
に
お
け
る
三
井
物
産

(以
下
物
産
と
略
称
)
の

東
ア
ジ
ア
石
炭
市
場

(上
海
市
場
に
限
定
)
に
お
け
る
展
開
を
み
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
物

産
の

「独
占
資
本
」

財
閥
商
社

へ
の
推
転
過
程
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
か
か
る
国

際
市
場
で
の
展
開
が
国
内
石
炭
産
業
の
生
産
構
造
を
基
本
的
に
規
定
し
て
い
く
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
合
せ
て
三
井
財
閥
資
本
の
成
立
を
そ
の
諸
部
門
間
の
有
機
的
構
成
の

一

点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
当
該
時
期
は

日
本
資
本
主
義
確
立
期

(独
占
段
階
へ
の
同
時
的
移
行
)

で
あ
り
、
世
界
史
的
に
は
帝
国
主
義
段
階

へ
の
移
行
期
で
あ
る
。
従

っ
て
三
井
資
本
も

こ
の
国
際
的
契
機
の
中
で
自
己
の
資
本
蓄
積
基
盤
を
拡
大
し
、
日
本
帝
国
主
義
の
支
配

的
資
本
と
し
て
確
立
し
え
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
対
外
的
契
機
を
重
視
す
る
所
以
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
三
井
財
閥
及
び
物
産
の
当
該
時
期

の
研
究
は
極
あ
て

多
い
と
い
え
よ
う

加
・
そ
こ
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
問
題
点
は
誤
解
を
恐
れ
ず
要
約
す
れ
ば
・
い
ま
だ
そ

の
分
析
方
法
が

一
国
内
的
あ
る
い
は

一
資
本
内
部
の
動
向
の
解
明
に
力
点
が
お
か
れ
、

国
際
的
契
機
を
充
分
組
込
ん
だ
上
で
の
分
析
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ

う
。筆

者
は
こ
の
両
者
の
統

一
に
こ
そ
三
井
財
閥
資
本
の
特
質
解
明
の
カ
ギ
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

註
①

た
と

え
ば
代
表
的
な
も

の
と
し

て
、

加
藤
幸
三
郎

「
九
州
炭
礦

部
成
立
の
諸
前
提
」
『
三
井

文
庫
論
叢
』
第

二
号
、
同

「
九
州
炭
礦

部

の
性
格
と
機
能
」
同
第
三
号
、
同

「
三
井
財
閥

の
形

成
と
日
本
帝
国
主
義
」
高
橋
幸
八
郎
編

『
日
本
近
代
化
の
研
究
』
下
、
柴
垣
和
夫

『
日
本
金
融

資
本
分
析
』
、
松
元
宏

「
日
本
帝
国
主
義
成
立
期
に
お
け
る

財
閥
資
本
の
形
成
」
歴
史
学

研
究

会

『
歴
史

に
お
け
る
民
族
と
民
主
主
義
』
、
同

「
日
本
資
本
主
義

確
立
期

に
お
け
る

三
井
物
産

会
社

の
発
展
」
『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
七
号
、
山
村
睦
夫

「
日
本
帝
国
主
義
成
立
過
程

に
お
け

る
三
井
物
産

の
発
展

」
『
土
地
制
度

史
学
』

第
七
三
号
、

栂
井
義
雄

『
三
井
物
産
会
社

の
経
営

史
的
研
究
」
、
な
ど
が
あ

る
。

な
お
、
か
か
る
国
際
的
契
機
を
重
視
す
る
観
点

か
ら
物
産

の
展
開
を
試
み
た
も

の
と
し
て
、

拙
稿

「
形
成
期

日
本
資
本
主
義
に
お
け
る

燐
寸
工
業
と

三
井
物
産
」

『三
井
文
庫
論
叢
』
第
六

号
を
も
参
照
さ
れ
た

い
。

一

三
井
物
産
の
石
炭
輸
出
業

の
発
展

(
一
)

石

炭

取
扱

業

の
位

置

明

治

三
七

年

八
月

に
開

か

れ

た

「
三

井

物

産

支

店

長
諮

問
会

議
」

(
以
下

「
諮
問
会
議
」

と
略
称
)

に

お

い

て
、

専

務

理
事

渡

辺

専

次

郎

は

物

産

の

石

炭

商

売

に

つ

い

て

つ
ぎ

の

よ

う

に

述

べ
て

い

る

。

石
炭

ノ
商
売

ハ
諸
君

モ
知

ラ
ル
、
通
リ
、
当
会
社
営
業
中
最

モ
重
要
ナ

ル
モ
ノ

二
テ
、
且

ツ
之

二
付

テ

ハ
其
基
タ

ル
炭
山
迄
三
井
家

二
テ
有

シ
居
リ
、
謂

ハ
＼
根
本

ヨ
リ
大
仕
掛

二
テ
取
扱
ヒ
居

ル
商
品
ナ

レ

ハ
、
之

レ
カ
売
捌

ノ
為

二
海
外

二
支
店

モ
開
キ
、
殊

二
東
洋

二
於
ケ

ル
各
地

ノ
支
店

ハ
石
炭
販
売

ヲ
土
台
ト

シ
テ
開
キ
、
其
他

ノ
商
売

ハ
之

二
附
随

ノ
モ
ノ
ナ
レ

ハ
、

石
炭
商
売

ニ
ハ



最
モ
重
キ
ヲ
措
キ
、
今
後
ノ
発
達
ヲ
図
ル
為
二
ハ
従
来
為
シ
来
リ
タ
ル
方
法
二
付
テ
、
改
良
ス
ヘ

キ
点
ハ
何
処
迄
モ
改
良
進
歩
セ
シ
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
云
フ
ヲ
我
々
ノ
精
神
ト
ス
(傍
点
引
用
者
)

周
知
の
よ
う
に
物
産
は
そ
の
創
立
の
当
初
か
ら
官
営
時
代
の
三
池
炭
の
海
外
市
場

へ

の

一
手
販
売

(「御
用
商
売
」)
に
よ
り
、
自
か
ら
の
主
要
な
資
本
蓄
積
基
盤
を
形
成
し
て

き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
後
の
物
産
の
世
界
市
場
進
出

へ
の
直
接
的
契
機

を
な
す
も
の
で
あ

っ
た
。

右
の
渡
辺
の
発
言
は
石
炭
産
業
が
単
に
物
産
に
と

っ
て
の
み
な
ら
ず
、
三
井
資
本
全

体
に
と

っ
て
も
重
要
な
資
本
蓄
積
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
輸
出
が
物
産
の
海
外
進
出
の
基

盤
を
築
い
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

す
で
に
、
明
治
二
四
年
の
段
階
で
も

「石

炭
ノ
商
売
」
は

「当
会
社
ノ
本
業
ト
シ
テ

③

最
モ
勉
ム

ヘ
キ
商
業
」
と
さ
れ
て
お
り
、

明
治

三
〇
年
代

以
降
は

「総
テ
ノ
商
売
ノ

親
」
「
三
井
家
二
於
ケ
ル
殆

ン
ド
唯

一
ノ
商
売

」

「我
社
ノ
骨
髄
」

と
し
て
、
「根
本

ヨ

㎝

リ
大
仕
掛

二
テ
取
扱
ヒ
居
ル
商
品
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
明
治
四

一
年
八
月
に
は

「当
社
取
扱
商
品
ノ
大
宗
ト
シ
テ
鋭
意
其
取
扱

二
当
リ
、
将
来
益
々
拡
張
発
達
ヲ
期

ス
ベ
キ
モ
ノ
」
と
し
て
、
生
糸
、
木
材
、
枕
木
、

燐
寸
、
棉
花
、
機
械

・
鉄
道
用
品
、
米
と
と
も
に
最
重
要
商
品
に
指
定
さ
れ
る
と
と
も

㎞
、
そ
れ
は
輸
出
市
場
で
の
外
国
炭
と
の
激
し
い
競
争
に
打
勝
つ
た
め
に
物
産
が

「需

要
者
ト
炭
坑
主
ト
ノ

間

二
立
ツ
テ
、

其
円
滑
ヲ
計
」
り
、
「
一
般
世
人
ヨ
リ
常

一二

歩

先
頭

二
立
」
ち
、
「坑
主
ヲ
誘
導
励
督
シ
」
「
益
々
斯
業
ノ
発
達
隆
昌
ヲ
期
」
す
と
い
う

営
業
方
針
に
反
映
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
営
業
方
針
は
明
治
三
〇
年
代
に
入
り
急
速
に
進
展
す
る
物
産
の
石
炭
取

扱
業
を
背
景
と
し
て
お
り
、
か
か
る
方
針
が
逐

一
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
行
論
の
中

で
明
ら
か
に
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
当
該
時
期
の
物
産
の
石
炭
取
扱
業
、
就
中
、
そ
の

働

輸
出
業
務
が

「物
産
会
社
ノ
親
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

一
ま
ず
確
認

し
て
お
こ
う
。

(二
)
石
炭
輸
出
の
拡
大

本
節
で
は
物
産
に
お
け
る
石
炭
取
扱
業
の
位
置
を
統
計
資
料
か
ら
明
ら
か
に
し
て
お

き
た
い
。

す
で
に
当
該
時
期
の
物
産
の
全
体
的
動
向

に
つ
い
て
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の

で
、

こ
こ
で
は
石
炭
輸
出
業
に
焦
点
を
絞

っ
て
み
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
物
産
の
全
取
扱
高
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
綿
三
品
と
と
も
に
石
炭
取
扱
高
の
占

め
る
割
合
は
大
き
く

(九
～
二
四
%
)
、
ま
た
そ
の
伸
張
は
急
速
で
あ
る
。

取
扱
金
額
に

お
い
て
も
三
二
年
に

一
千
万
円
を
超
し
、
以
後
累
年
急
増
を
示
す
。
日
露
戦
争
勃
発
の

三
七
年
に
は
二
千
万
円
を
、
三
九
年
に
は
三
千
万
円
を
、
四
五
年
に
は
四
千
万
円
、
大

正
二
年
に
は
五
千
万
円
を
超
す
に
至
る
。

そ
の
結
果
、
三
四
年
に
は
初
め
て
棉
花
を
凌
駕
し
て
総
取
扱
額
の
首
位
を
占
め
、
三

六
年
以
降
は
棉
花
、

生
糸
と
首
位
を

争
う
よ
う
に
な
る
。

ま
さ
に

「物
産
会
社
ノ
本

業
」
と
し
て
の
斯
業
の
地
位
が
確
立
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
業
態
別
取
扱
高
で
み
る
と
物
産
取
扱
石
炭
の
う
ち
、
ほ
ぼ
四
〇
～
五
〇
%
以

上
が
累
年
輸
出
さ
れ
、
金
額
に
お
い
て
も
三
六
年
以
降

一
千
万
円
を
超
し
て
い
る
。
ま

た
、
輸
出
総
額
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
二
〇
～
三
〇
%
前
後
を
占
め
て
お
り
、
石
炭
が
輸
出

商
品
の
中
核
的
地
位
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。

石
炭
の
如
き
原
料
品
が
か
か
る
大
き
な
比
重
を
占
あ
て
い
る
こ
と
自
体
が
後
進
資
本

主
義
国
と
し
て
の
日
本
資
本
主
義
の
特
質
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
物
産
の

資
本
蓄
積
基
盤
の
形
成
が
か
か
る
日
本
資
本
主
義
の
構
造
的
特
質
を
直
接
的
に
反
映
し
ゴ

て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
こ
う
。

ま
た
、
全
国
石
炭
輸
出
高

に
お
い
て
も

物
産
は
独
占
的
地
位
を
占
め
て
い
る

(三
〇

年
三
四
%
、
三
六
年
四
七
%
、
三
八
年
五
三
%
)
◎

か
か
る
物
産
の
石
炭
輸
出
の
急
速
な
発
展
は
東
ア
ジ
ア
石
炭
市
場
に
お
け
る
物
産
の

展
開
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
膠
州
湾
占
領
、
米
西
戦
争
、
英
国
力

ー
ジ

フ
炭
坑
の
坑
夫
ス
ト
ラ
イ
キ
、
沙
市
事
件
、
寧
波
事
件
、
北
京
政
変
、
三
門
湾
事

件
、
北
清
事
変

(三
〇
～
三
年
)
等
の
帝
国
主
義
諸
列
強
間
の
軍
事
的

・
政
治
的

・
社
会

的
諸
事
件
が
物
産
の
石
炭
輸
出
業
を
規
定
す
る
主
要
因
と
な

っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

て
お
き
た
い
。

つ
ぎ
に
炭
種
別
に
み
れ
ば
、
社
外
炭
の
比
重
が
大
き
く
な
り
、
三
井
炭
に
つ
い
て
も

三
池
炭
に
対
し
て
田
川

・
山
野
な
ど
の
筑
豊
炭
を
含
む
他
種
炭
の
割
合
が
大
き
く
な

っ

て
い
る
。
三
井
の
筑
豊
、
北
海
道
炭

へ
の
進
出
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。



三 井 物 産 主 要 商 品 利 益 金第1表

36年35年34年明 治33年

上 季上 季 下 季上 季 下 季上 季 下 季

三 池 炭

雑 種 炭

石 炭 小 計

棉 花

綿 布

綿 糸

生 糸

米

471頁 より作成。)出典:臼 井喜代松 「三井物産合名会社概覧」(『三井事業史』資料篇3

1)△ は損金を示す。

2)各 季の金額は輸出 。入,内 ・外国売 買の合計である。

第
1
表
は
物
産

の
石
炭
取
扱
業
の

位
置
を
損
益
勘
定

か
ら
み
た
も
の
で

あ
る
が
、
取
扱
高

に
お
い
て
首
位
を

争

っ
て
い
た
綿
三

品
、
生
糸
が
し
ば

し
ば
損
失
を
出
し

て
い
る
の
に
対
し

て
石
炭
は
圧
倒
的

な
利
益
を
あ
げ
て

お
り
、
単
に
量
的

に
の
み
な
ら
ず
、

質
的
な
意
味
に
お

い
て
も
石
炭
取
扱

業
が
当
該
時
期
の

物
産
の
中
核
的
業

務
で
あ

っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

ま
さ

に
、

「石
炭

ヲ
シ
テ
我
三
井

ノ

uの

最
大
利
源
」
た
ら

し
め
ん
と
す
る
根

拠
が
こ
こ
に
あ
る

の
で
あ
る
。

註
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

『
支
店
長
諮
問
会
議
事
録
』

(以
下

『
諮
問
会
議
事
録
』

と
略
称
)
物

産

一
九
七

ノ
三

八

一
頁
。

以
下
、
本
稿

で
引
用
の
物
産
番
号
史
料

は
す

べ
て
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

で
あ
る
。

こ
の
点
は

『
三
井
物
産

沿
革
史

(
稿
本
)
』
第

一
編
総
説
を
も
参

照
。

益

田
孝

「
物
産
会
社
営
業
実
況
報
告
並
意
見
書
」
『
三
井
事
業

史
』
資
料
篇
三

二

一
七
頁
。

『
石
炭
協
議
会
議
事
録

』
(以
下

『
石
炭
議
事
録
』
と
略
称
)
物
産

二
〇
四

二
頁
。

同
前

物
産

二
〇
五

二
頁
。

『
諮
問
会
議
事
録
』
物
産

一
九
七

ノ
六

=
二
五
頁
。

同
前

物
産

一
九
七

ノ
三

八

一
頁
。

『
三
井
物
産
会
社
小
史
』
三
三
～
六
頁
。

明
治
三
八
年

五
月

の

「
石
炭
協
議
会
」

に
お
け
る

益
田
孝
の
発
言

(『
石
炭
議
事
録
』
物
産

二
〇

二

一
四
二
～
八
頁
)
。

『
石
炭
議
事
録
』

物
産
二
〇

四

三
頁
。

た
と
え
ば
、
前
掲
松
元

「
日
本
資
本
主
義
確
立
期

に
お
け
る
三
井
物
産
会
社

の
発
展
」

一
〇

～
二
八
頁
。
同
加
藤

「
三
井
財
閥
の
形
成
と

日
本
帝
国
主
義
」
二
二
八
～
七
〇
頁
、
ほ
か
。

ま
た
、
経
営
史
研
究

で
は
前
掲

栂
井
書
三

一
～

一
二
七
頁
等
参
照
。

こ
の
点
に

つ
い
て
明
治
三
六
年
の

一
資
料
は

「
石
炭

、数
量
三
百
三
十

一
万
余
噸
、
価
格
千
九

百
三
十
万
余
円

二
達
シ
、始

メ
テ
棉
花

ヲ
凌
駕

シ
テ
第

一
位

ヲ
占

メ
タ
リ
」
(
『明
治
三
六
年
事
業

報
告
』
物
産
六

一
四
ノ

一
二

三
頁
)
と
の
べ
て
い
る
が
、
こ
の
違

い
の
根
拠
は
不
明

で
あ
る
。

た
と

え
ば
、
『
明
治

三

一
年
事
業
報
告

』

物
産
六

一
四
ノ
三

六
～
七
頁
参

照
。

臼
井
喜
代
松

「
三
井
物
産
合
名
会
社
概
覧
」
『
三
井
事
業

史
』
資
料
篇
三

四
七
六
頁
。

二

上
海
石
炭
市
場
と
三
井
物
産
の
展
開

当
該
時
期

の
わ
が
国
石
炭
輸
出
市
場
は
上
海
、
香
港
、
新
嘉
披
を
中
心
と
す
る
東
ア

ジ
ア
市
場
で
、
常
時
六
〇
%
以
上
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
三
者
は
わ
が
国
輸
出
炭
の
三

①

大
市
場
で
あ

っ
た
。

物
産
に
お
い
て
も
こ
の

三
市
場
で
九
〇
%
以
上

を
占
め
て
お
り

(三
〇
～
二
年
)、
日
露
戦
後
に
お
い
て
も

五
〇
～
七
〇
%
以
上
で
、
「上
海
、
香
港
、
新

②

嘉
披
ノ
東
洋
三
大
市
場
」
が
圧
倒
的
な
比
重
を
示
し
て
い
る
。

か
か
る
三
大
市
場

へ
の
石
炭
輸
出
が
物
産
の
石
炭
取
扱
業
及
び
物
産
と
石
炭
産
業
と



の
関
係
を
基
本
的
に
規
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
以
下
こ
の
観
点
か
ら
上

海
石
炭
市
場
に
限
定
し
て
分
析
を
進
め
て
い
こ
う
。

(
一
)
上
海
石
炭
市
況

上
海
市
場
で
の
物
産
の
展
開
を
み
る
前
に
上
海
石
炭
市
場
の
動
向
に
つ
い
て
概
観
し

て
お
こ
う
。

輸
入
高

こ
の
時
期
の
上
海

へ
の
輸
入
炭

の
動
向
を
全
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
資
料
的
に
困
難
で
あ
る
が
、
第
2
表
か
ら
お
よ
そ
の
傾
向
が
わ
か
る
。

(単位 トン)上 海 輸 入 炭 種 別 比 較第2表

種1・ ・ 年31年132年33年 【 ・4年炭

門司炭④

三池炭⑧

長 崎 炭

北海道炭

唐 津 炭

日

本

炭

i小 計(c}

清 国 炭(D)

外 国 炭(E)

計㈲合

A/C

B/C

C/F

D/F

E/F

出典:r通 商彙纂』・改第57号40頁 よ り作成。

1)32年 の 日本炭小 計はあわないが,そ のまま とした。

2)清 国炭は開平炭,湖 北炭を,外 国炭は カー ジフ炭,ウ ー ロンゴン炭および東

京炭を さす。

3)30～31年 の 日本炭小計は他の資料によれば,325,633,391,854ト ンとな って

お り(r通 商彙纂』第125号,3～4頁)。32～34年 の輸入高合計 はそれ ぞれ610,

509,537,388,758,900ト ン(同 第231号,7頁)と されてい る。

第

一
は
日
本
炭
の
圧
倒
的
な
市
場
占
有
と
、
そ
の
急
速
な
伸
張
で
あ
る
。
第
二
は
三

③

池
炭
の
停
滞
化
傾
向
に
比
し
て
門
司
炭
の
伸
び
が
著
し
い
。
こ
れ
は
三
池
に
対
す
る
筑

豊
炭
の
生
産
拡
大
と
い
う
国
内
石
炭
産
業
の
発
展
傾
向
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
第

三
は
外
国
炭
、
清
国
炭
が
ま
だ
十
分
な
シ

エ
ア
ー
を
占
め
て
い
な
い
と
は
い
え
、
漸
増

化
傾
向
を
示
し
、
そ
の
後
の
日
本
炭
と
の
激
し
い
競
争
を
予
測
さ
せ
る
。

清
国
炭
に
し
て
も

「清
国
内
地
炭
礦

ノ
発
堀
セ
ラ
ル
＼
二
従
ヒ
追
年
輸
入
ノ
数
ヲ
増

加
シ
、
本
季

(三
五
年
第
三
季
-
引
用
者
)
ノ
如
キ
モ
、

又
数
年

二
比
シ
著
シ
キ
増
輸
入

ヲ
示
」
す
と
い
う
状
況
に
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
当
該
時
期
の
上
海
石
炭
市
場
は
日
本
炭
が
独
占
的
支
配
を
し
て
い
る
と
は

い
え
、
カ
ー
ジ

フ
炭
、
開
平
炭
、
豪
州
炭
、
東
京
炭
等
の
外
国
炭
と
の
激
し
い
競
争
の

下
に
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

石
炭
相
場

輸
入
炭
相
場
の
特
徴
は
第

一
に
英
国
炭

の
圧
倒
的
な
高
値
で
あ
る
。
た

と
え
ば
三
三
年
三
月
に
は
英
国
炭
二
〇

・
五
両
、
豪
州
炭

=
二
両
、
開
平
炭

・
日
本
炭

七
両
で
、
こ
の
構
造
は
変
化
し
な
い
。
第
二
は
こ
れ
に
対
し
日
本
炭
は
開
平
炭
と
と
も

に
安
価
で
、
こ
の
こ
と
が
上
海
市
場
で
の
日
本
炭
の
競
争
力
を
高
め
て
い
る
要
因
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
国
際
市
場
で
の
動
向
が
国
内
石
炭
産
業
の
構
造
を

規
定
す
る
と
い
う
本
稿
の
主
題
と
関
連
し
て
注
意
し
て
お
き
た
い
。

運
賃

上
海
市
場
で
の
日
本
炭
の
炭
価
を
決
定
す
る
の
は
生
産

コ
ス
ト
の
ほ
か
に
運

賃
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
「本
邦
当
地
間
ノ
運
賃
大

二
騰
貴
ヲ
招
キ
タ
ル
二

ヨ
リ
其
輸
入
著
シ
ク
減
少
」
「本
季

(三
五
年
第
四
季
ー
引
用
者
)
ヲ
通
シ
石
炭
運
賃
率
ノ

平
均
ヲ
得

ス
、

高
低
常
ナ
キ
ヲ
以
テ
遂

二
本
季
輸
入
ヲ

減
殺

ス
ル
二
至

レ
リ
」
「
昨
今

当
港

二
於
ケ
ル
本
邦
炭

ノ
高
況
ヲ
看

ル
ニ
、
過
般
来
引
続
キ
下
落
ノ
位
置

二
ア
ル
為
換

相
場

ノ
影
響
ト
石
炭
運
賃
ノ
低
落
ト
二
ヨ
リ
其
輸
入
高
俄
然
増
大
ノ
勢
ヲ
示
ス
」
と
い

う
よ
う
に
為
換
相
場
と
と
も
に
、運
賃
は
日
本
炭
輸
入
高
を
規
定
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

上
海
～
門
司

・
長
崎
間
の
日
本
炭

一
ト
ン
当
り
運
賃
は
変
動
が
激
し
い
。
そ
の
要
因

を
上
海
～
門
司
間
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
明
治
三
〇
年
四
月
に
は
二

・
二
ド
ル
に
暴
騰
し

た
が
こ
れ
は
毎
年
四
、

五
月
の
交
、

北
清
航
路
開
航

に
よ
る
船
舶
の
北
清

へ
の
集
中

と
、
前
年
来
の
運
賃
暴
落
で
外
国
運
送
船
が
航
路
を
他
に
求
め
た
結
果
で
あ

っ
た
。
ま

た
、
三
六
年
二
月
の
運
賃
下
落

(
一
.
三
五
ド
ル
)
は
北
清
地
方
結
氷
に
よ
る
航
路
閉
鎖

一86一



㎝

が
上
海
に
船
舶
を
集
中
さ
せ
た
た
め
で
あ

っ
た
。

以
上
の
よ
う
に

運
賃
変
動
の

原
因
は
上
海
港

へ
の
船
舶
の

集
散
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
北
清
地
方
結
氷
の
自
然
現
象
や
、
帝
国
主
義
諸
列
強
間
の
軍
事
的

・
政
治

的
要
因
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

㎝

売
込
先

明
治
三
二
年
五
月
の
上
海
領
事
館
報
告
に
よ
れ
ば
、
日
本
炭
の
用
途

・
需

用
口
は
紡
績
、
製
糸
、
綿
繰
、
織
布
、
製
油
、
造
船
、
製
紙
、
燐
寸
、
電
燈
、
瓦
斯
、

兵
器
製
造
、
米
利
堅
粉
、
羽
毛
、
飲
料
水
、
麦
酒
、
化
学
用
酸
、
製
氷
、
其
他
紡
績
糸

等
各
種
機
械
製
造
場
、
鉄
道
、
汽
船
、
小
蒸
気
船
、
酒
、
醤
油
製
造
用
、
湯
屋
、
自
家

用
、
等
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
売
込
先

は
e
紡
績
、
製
糸
、
造
船
、
兵
器
製
造

等
の
工
場
用
炭
、
口
鉄
道
、
汽
船
、
小
蒸
気
船

の
焚
料
用
炭
、
日
醸
造
用
、
湯
屋
、
暖

房
用
の
地
売

・
雑
用
炭
、
の
三
種
に
分
類
さ
れ
る
。

そ
の

一
カ
月
消
費
高
は
工
場
用
炭

一
万
ト
ン
、
船
舶
焚
料
炭
二
万
余
ト
ン
、
雑
用
炭

一
万
ト
ン
で
あ

っ
た

(三
二
年

一
～
四
月
平
均
)
。

こ
れ
に
対
し
、
英
国
炭
の
用
途
は
軍
艦
用
及
び
欧
州
航
路
汽
船
の
焚
料
炭
が
中
心
で

あ

っ
た
。
カ
ー
ジ
フ
炭
は
良
質
で

「効
力
多
キ
」
た
め
高
価
で
は
あ
る
が

「軍
艦
其
他

⑱

欧
州
航
路
ノ
如
キ
長
航
路
」
に
有
利
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
開
平
炭
は
海
軍
、
汽
船
、
鉄
道
用
、
家
庭
用
や
招
商
局
に
お
い
て
も
使
わ
れ

α心

て

い

た

。

α翁

上
海
輸
入
炭
の
う
ち
、
船
舶
焚
料
炭
が
最
も
大
き
な
需
用
口
で
あ

っ
た
が
、
工
場
用

炭
の
割
合
も
次
第
に
大
き
く
な

っ
て
お
り
、
清
国
資
本
主
義
の
発
展
と
密
接
に
結
び
つ

い
た
石
炭
輸
入
の
推
移
に
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

石
炭
商

第
3
表
は
明
治
三
五
年
現
在
の
上
海
に
お
け
る
主
要
な
石
炭
商

・
取
扱
業

者
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か

「
信
用
薄
キ
小
資
本
ノ
店
舗
又
ハ
一
時
的
供
給
者
」
は
数
多

く
あ
り
、
そ
の
競
争
は
激
烈
で
あ

っ
た
。
こ
の
場
合
、
競
争
は
日
本
石
炭
商
間
の
そ
れ

と
、
日
本
石
炭
商
と
外
商

・
清
商
間
の
そ
れ
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
か
か
る
競
争
の
激
化
が
濫
輸
入
に
よ
る
炭
価
下
落
を
ひ
き
お
こ
し
、
炭
況
を

崩
す
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

⑬

明
治
三
六
年
三
月
の
上
海
領
事
館
報
告
は

こ
の
実
情
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
日
本
石
炭
商
の
う
ち
、
三
井
、
三
菱
以
外
は
極
め
て
小
資
本
で
、
投
機

第5表

上海における石炭商

会社 名

三井物産会社

三菱合資会社

谷口加藤商会

順 泰 洋 行

寒 田 商 会

本

邦

商

責 件 洋 行

徳 昌

湧 記 号

大 昌 垣

東 升

隆 昇

義 成

正 康

同 茂

外

商

清

商

出典:『 通商彙 纂」改第57号

41頁 。

 

的
利
得
を
目
的
と
す
る
商
人
資
本

で
あ

っ
た
。
従

っ
て

「当
地
ノ
情
況

二
通
セ
ズ
、
為

メ
二
清
商
ノ
好
計

二
陥
リ
損
失
ヲ
来
」

す
と
と
も
に
、
「本
邦
炭
ヲ
シ
テ
不
味

二
陥
ラ

シ
」
め
、
「外
国
炭

ハ
飛
鳥
ノ
勢
ヲ
以
テ
売
行
キ
ツ
＼
ア
ル
ニ
、
本
邦
炭
ノ
沈
静

二
傾
」

く
と
い
う
弊
害
を
生
じ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
三
井
、
三
菱
の
大
資
本
に
よ
る
上
海
市

場
支
配
は
両
者
の
矛
盾
を
は
ら
み
つ
つ
も
、
内

・
外
石
炭
商
と
の
対
抗
関
係
の
中
で
、

日
本
帝
国
主
義
の
尖
兵
と
し
て
の
役
割
を
そ
の
本
質
に
お
い
て
も

つ
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。

以
上
、
明
ら
か
に
し
て
き
た
如
く
当
該
時
期

の
上
海
港
は

「
独
リ
長
江
各
港
ノ
鎖
鍮

タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
殆

ン
ト
支
那
全
国
貿
易
ノ
総
涯

二
シ
テ
、
支
那
沿
海
福
州
以
北
、

中
清
長
江

一
帯
及
北
清
各
港

ハ
皆
該
港
ヲ
経
テ
物
貨
ヲ
輸
出
入
ス
ル
ヲ
恒
ト
」
し
て
お

り
、
香
港
と
と
も
に
、
「支
那
貿
易
ヲ
専
撹
聾
断
」
す
る

位
置
に
あ

っ
た
。
従

っ
て
該

市
場
で
の
展
開
は
広
大
な
清
国
市
場
進
出

へ
の
橋
頭
墜
を
築
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は

ま
た
、
日
本
帝
国
主
義
の
尖
兵
と
し
て
の
役
割
を
物
産
に
担
わ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
の

で
あ
る
。

こ
の
点
を
確
認
し
つ
つ
、
以
下
上
海
石
炭
市
場
に
お
け
る
物
産
の
展
開
を
み
て
お
こ

う
。

(
二
)
三
井
物
産
の
展
開

明
治
三
〇
年
九
月
の

「
石
炭
諮
問
会
議
」
で
山
本
条
太
郎
上
海
支
店
長
は
該
店
の
石

㎝

炭

取

扱

業

に

つ
い

て

つ
ぎ

の
よ

う

に

の

べ
て

い

る

。

上
海
支
店

二
於
ケ

ル
既
応
十
ケ
年
間

ノ
石
炭
輸

入
ヲ
案

ス
ル
ニ
、
十
ケ
年
前

二
在
リ
テ

ハ
弐
拾

六
万
屯

ノ
輸
入

二
過

キ
サ
リ

シ
モ
ノ

＼
、
昨
年
度

(明
治

二
九
年
度
ー
引
用
者
)

二
於
テ

ハ
四
十

一87一



八
万
屯

二
増
加

セ
リ
、
是

レ
畢
寛
紡
績
工
場
、
生
糸
製
造
場

等
力
著

シ
ク
発
達

シ
タ

ル
結
果
也
、

尤

モ
今

日
迄

ハ
未
タ
全
部
運
転

ノ
運

二
立
至
ラ
サ
リ

シ
モ
、
十

一
月

頃
新
綿

ノ
出
盛
時
分

二
至

レ

ハ
大
抵
運
転

ス
ル
二
至

ル
ベ
ク
、
其
他
無
錫
、
杭

州
等

二
於
テ

モ
続

々
工
場

ノ
設
立

セ
ラ
ル
＼
モ

ノ
ア
ル
カ
故

二
、
本
年
度

ノ
石
炭
輸
入
高

ハ
五
十

五
万
屯

ヲ
下
ラ
サ

ル
ヘ
シ
、
其
内
弐
十
万
屯

ハ

船
舶
之
ヲ
使
用

シ
、
残
リ
三
十

五
万
屯
ヲ
工
場
、
鍛
冶
屋
、
其
他
鉄
道
等

二
使
肘

ス
ル
割
合
ナ
リ

(
後
略
)

日
清
戦
争
を
契
機
と
す
る
日
本
炭
の
輸
入

の
急
速
な
伸
び
と
、
そ
の
中
で
の
物
産
上

海
支
店
の
斯
業
の
展
開
が
清
国
資
本
主
義
の
発
展
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を

右
の
報
告
は
明
確
に
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
三
四
年
三
月
の

「石
炭
諮
問
会
議
」
に
お
け
る
小
室
三
吉
上
海
支
店
長
の

報
告
は
該
市
場
で
の
物
産
の
位
置
と
石
炭
市
況
の
推
移
を
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
物
産

の
支
配
的
地
位

(三
三
年
上
海
輸
入
炭
の
三
四
%
)
の

ほ
か
に
、
第

一
は
競
争
炭
の
問
題
で
あ
る
。
開
平
炭
、
漢
口
炭
、
豪
州
炭
、
英
国
炭
、

ホ
ン
ゲ
ー
炭
が
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
進
出
は
市
場
競
争
を
激
化
せ
し
め
た
。
第
二
は
売

込
先
で
あ
る
が
、
ジ
ャ
ー
デ
ン
、
バ
タ
フ
ィ
ー
ル
ド
、

マ
ク
ベ
イ
ン
、
ボ
イ
ド
な
ど
の

船
会
社
、
招
商
局
、
各
種
製
造
所
、
瓦
斯
会
社
、
清
国
人

へ
の
地
売
等
が
主
な
も
の
で

あ

っ
た
。

第
三
に
三
池
炭
に
対
す
る
門
司
炭

(筑
豊
炭
)
の
比
重
の
増
大
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
東
ア
ジ
ア
石
炭
市
場
で
の
日
本
炭
輸
出
の
展
開
が
国
内
石
炭
産
業
の
比
重
を

三
池
か
ら
筑
豊

へ
移
行
せ
し
め
つ
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
四
に
外
国

炭
と
の
競
争
が
石
炭
価
格
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
低
炭
価
を
維
持

す
る
こ
と
が
外
国
炭
と
の
競
争
に
勝
利
す
る
た
め
の
不
可
欠
の
条
件
で
あ

っ
た
。
国
内

石
炭
産
業
に
お
け
る
納
屋
制
労
働
の
存
在
を
必
然
化
せ
し
め
る
根
拠
の

一
端
を
こ
こ
に

㈱

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
物
産
上
海
支
店
は
三
六
年
に
は
日
本
炭
総
輸
入
高
六
〇
万
ト
ン
中
、
四
五
%

を
、
三
八
年
上
季
に
は
同
じ
く
五
二
%
に
あ

た
る
三
九
万
五
千
ト
ン
を
、
同
下
季
に
は

㈱

六
七
%
を
扱
う
に
至
り
、
「今
日
ノ
所
上
海
ノ

石
炭
商
売

ハ
基
礎
モ
出
来
タ
」
の
で
あ

⑳

っ
た
。

さ
ら
に
四
〇
年
九
月
の

「石
炭
協
議
会
」

で
は

「上
海
店
ノ
事
業

ハ
一
般
事
業
ト
伴

フ
テ
取
扱

フ
ガ
非
常

二
増
加
シ
タ
、
支
那

へ
輸
入
サ
レ
ル
石
炭
ノ
約
五
割
四
分
ヲ
輸
入

シ

テ
居

リ

マ
ス
、

本

年

八

月

五

日
迄

デ

六

割

ニ
ナ

ル
、
今

後

益

々
盛

ン

二
ナ

ル
ダ

ラ

ウ

⑳

ト
思
ヒ
マ
ス
」
と
報
告
さ
れ
、
四
〇
年
度
上
海
輸
入
高
九
五
万

一
二
四
七
ト
ン
中
、
上

海
支
店
は

四
三
万
七
千
余
ト
ン

(約
四
六
%
)
を
取
扱
い
、

翌
四

一
年
上
季

に
は
総
輸

入
高
五
六
万
二
千
ト
ン
中
、

二
四
万
七
千
ト
ン

(四
五
%
)
を
扱

っ
て
、

上
海
市
場
で

の
物
産
の
独
占
的
地
位
を

一
層
強
あ
る
。

つ
ぎ
に
売
込
先
を
み
よ
う
。
第
4
、
第
5
表
は
、
明
治
三

一
年
の
段
階
に
お
け
る
売

込
先
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
需
用
口
は
船
舶
焚
料
用
、

工
場
用
、
地
売
炭
の
三
種
に
区
分
し
う
る
。
太
古
洋
行
は
バ
タ
フ
ィ
ー
ル
ド

・
ス
ワ
イ

ア
の
、
恰
和
洋
行
は
ジ
ャ
ー
デ
ン
・
マ
ゼ
ソ
ン
の
売
込
商
で
、
瓦
斯
会
社

・
漢
亜
汽
船

⑳

な
ど
が
物
産
の
得
意
先
で
あ

っ
た
。
船
舶
焚
料
と
し
て
は

一
般
船
舶
の
ほ
か
、
伊

・
仏

国
な
ど
の
軍
艦
用
に
も
売
込
ん
で
い
る
。
こ
の
ほ
か
鉄
道
用
と
し
て
芦
漢
鉄
道
、
上
海

㎝

鉄
道
へ
も
売
込
ん
で
お
り
、
工
場
用
炭
と
し
て
三
池
炭
が
供
給
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し

た
売
込
構
造
は
当
該
時
期
を
通
じ
て
変
化
し
て
い
な
い
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
上
海
市
場
に
お
け
る
物
産
の
展
開
は
決
し
て
順
調
で
は
な
く
、

第4表 明治31年 上海 需用高見込(単 位 トン)

塊 炭1切 込炭 合 計

32,000

25,000

27,000

34,000

5,000

12,000

12,000

30,000

20,000

25,000

15,000

4,000

5,000

約 定 先

太 古 洋 行

恰 和 洋 行

チャイナ ミューチュアル

マ ク ベ イ ン

四 個 紡 績

ホ イ ド 社

諸 口

122,00063,00069,00d計合

出典:『 石炭諮 問会議 事録』(明 治30年)物 産199。C36よ り
作成。

第5表 上海における三池塊炭売却予定高

予 定 高先込売

18,000ト ン

24,000

5,000

5,000

5,000

バ タ フ ヒール ドス ワイ ア*

ジ ャー デ ンマ ゼ ソ ン**

マ ク ベ イ ン

瓦 斯 会 社

諸 口

57,000計合

出典:『 石炭諮 問会議事録』(明 治31年)物 産20051頁 。
1)明 治31年8月 予定高で ある。
2)*太 古洋行,**恰 和洋行が 中国名 である。



市
場
拡
大
を
め
ぐ
る
激
し
い
競
争
下
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
第

一
に
日
本
炭
売
込
を
め
ぐ
る
石
炭
商
間
の
競
争
で
あ
り
、
第
二
は
日
本
炭
と
外
国
炭
と

の
競
争
で
あ

っ
た
。

ま
ず
、

前
者
か
ら
み
て
お
け
ば
、
三
九
年
七
月
の
段
階
で
の
物
産
の
競
争
者
は
三

菱
、
古
河
、
大
倉
、
高
田
ら
で
あ
り
、
物
産
は

「此
庭

一
、
二
年

ノ
間

二
上
海
方
面

二

於
テ

ハ
少
シ
ク
激
烈
ナ
ル
競
争
ヲ
為
サ
＼
ル

ヘ
カ
ラ
サ
ル
覚
悟

ヲ
要

ス
」
と
い
う
状
況

に
あ
り
、
従
来
、
「先

ツ
ニ
年
乃
至
三
年
ノ
間

ハ
気
楽

二
商
売
ヲ
為
シ
、
少
シ
ク
利
益
ヲ

得
ラ
レ
シ
ト
思

フ
頃

二
ハ
競
争
者
現

ハ
レ
来

リ
、

一
ケ
年
乃
至

一
ケ
年
半
ノ
間
激
烈
ナ

ル
競
争
ヲ
為
シ
反
対
者
ノ
手
ヲ
引
ク

二
及
ヒ
、
又
二
、
三
ケ
年
間
楽
ナ
ル
商
売
ヲ
為

ス

有
様

二
テ
進
」
ん
で
き
た
の
が
、
「
我
々
ハ
再

ヒ
苦
ム
ヘ
キ
時
代

二
向
ヒ
来
」

っ
た
の

働

で
あ
る
。

な
か
で
も
三
菱
は
最
も

「効
敵
」
で
、
P

・
0
会
社
、
大
阪
商
船
等
に

一
〇
万
ト
ン

の
大
口
取
引
を
し
て
お
り
、

「我
社
ノ
商
売

二
対
シ
テ

ハ
妨
害
」

で
あ

っ
た
。
物
産
は

三
菱
と
の
競
争
で
は

「常

二
一二
井
ノ
直
段
高
キ
」
た
め

「敗

ヲ
取
」

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
三
菱
に
比
べ
て
諸
掛
が
五
〇
銭
程
高
く
な
り
、
得
意
先
の
約
定
に
敗
れ
る
の
で

あ

っ
た
。
こ
れ
は
物
産
の
各
店
が
口
銭
を
取
過
ぎ
る
た
め
起
る
問
題
で
あ

っ
た
。

激
し
い
競
争
に
打
勝

つ
た
め
に
は
低

コ
ス
ト
石
炭
の
安
定
的
確
保
と
諸
掛
の
減
少
が

必
須
の
条
件
で
あ
り
、
三
池
築
港
、
物
産
の
船
舶
業

へ
の
進
出
、
坑
主
と
の

一
手
販
売

契
約
の
締
結
、
取
扱
規
則
の
整
備
、
石
炭
協
議
会

の
設
置
、
得
意
先
と
の

「離

ル
ヘ
カ

ラ
サ
ル
関
係
」
を
維
持
す
る
こ
と
、
等
の
動
き
は
す
べ
て
こ
の

一
点
に
集
約
し
て
理
解

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
上
海
市
場

へ
の
外
国
炭
の
進
出
が
競

争
の
激
化
に

一
層
の
迫
車
を
か
け
る
こ

と
に
な

っ
た
。

日
露
戦
争
前
の
上
海
市
場
で
の
日
本
炭
の
競
争
炭
は
英
国
炭
、
豪
州
炭
、
開
平
炭
、

東
京
炭
で
あ

っ
た
が
、
日
露
戦
後
に
は
さ
ら
に
撫
順
炭
、
薄
郷
炭
、
山
東
炭
等
の
有
力

な
清
国
炭
が
進
出
し
、
な
か
で
も
開
平
炭
、
撫
順
炭
が
日
本
炭

の
「勤
敵
」
で
あ

っ
た
。

物
産
は
こ
れ
ら
の
競
争
炭
と
の
矛
盾
を
委
託
販
売
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
解
決
し

よ
う
と
す
る
。
撫
順
炭
と
の
間
に
は

コ

手
販
売
ノ
特
権
ナ
キ
モ
、
実
際

二
於
テ

ハ
殆

ト
我
社
ノ
手

ヲ
経
ツ
＼
ア
レ
ハ
、
今
ノ
間

二
益

々
其
根
底
ヲ
固
ク
セ
ン
ト
」
す
る
の
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
撫
順
炭
を

「
自
分
ノ
炭
同
様
」
に
し
、
事
実
上
の

一
手
販
売
権
を

掌
握
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
独
占
的
市
場
支
配
を
お
こ
な

っ
て
い

る
物
産
に
し
て
は
じ
め
て
可
能
な
こ
と
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
当
該
時
期

の
上
海
石
炭
市
場
で
の
物
産
の
石
炭
取
扱
業
は
激

し
い
市
場
競
争
の
下
に
展
開
す
る
が
、
か
か
る
競
争
を
通
じ
て
物
産
は
自
か
ら
を

「独

占
資
本
」
11
財
閥
商
社
に
推
転
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
国
内
石
炭
産
業
の
再
編
成
に
主

体
的
に
か
か
わ
る
と
と
も
に
、
三
井
財
閥
の
中
核
的
資
本
と
し
て
の
地
位
を
確
定
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

以
下
、
次
章
で
こ
の
点
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

①②③④⑤⑧㎝⑧⑨㈹⑳
註

隅
谷
三
喜
男

『
日
本
石
炭
産
業
分
析
』

三
六
〇
頁
。

『
支
店
長
会
議
録
』

物

産

一
九

八
ノ
二

四

一
四
頁
。

『
通
商
彙
纂

』
改
第
四
六
号

二
頁
も
参
照
。

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

第

五
六
号

二

一
頁
。

第

一
七

一
号

二
四
頁
。

第

二
三
七
号

一
頁
。

改
第

一
六
号

六
頁
。

改
第

三
五
号

一
頁
。

第
七
〇
号

二
二
頁
。

改
第

四
号

七
頁
。

第

一
三
七
号

三
五
頁
。

な
お
、

同
前

第
七

一
号

五
四
頁
も
参
照
。

働
㈱

同
前

三
六
頁
。

⑳

同
前

改
第

五
七
号

四
〇
～

一
頁
。

㈲

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
同
前

第

一
八
八
号

三
頁
、
及
び

『
石
炭
議
事
録
』

物
産
二
〇

五

一
二
六
～
七
頁
、

を
も
参
照
。

圃

清
国
産
業
資
本

の
発
展
と
石
炭
輸
入
高

の
相
関
関
係
に

つ
い
て
は

『
通
商
彙
纂
』
第

一
二
五

号

七
頁
を
参
照
。

㎝

同
前

改
第
五
七
号

四

一
頁
。

㈹

詳
し
く
は
、
同
前

改
第
四
号

七
頁
参
照
。

⑬

こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、
同
前

第
九
九
号

二
二
頁
参
照
。



⑳

同
前

第

一
七
二
号

五
三
頁
。

⑳

『
石
炭
諮
問
会
議
事
録

』

物
産

一
九
九

九
～

一
〇
頁
。

な
お
、
明
治
三
〇
年
以
前

の
上
海
支
店
の
石
炭
取
扱
業

の
動
向

に
つ
い
て
は

「
福
井
菊
三
郎

氏
談
話
」
『
三
井
鉱
山
五
十
年
史
稿
』
三
八
四

一
～
四
頁
を
参
照
。

同
前

物
産

二
〇

一

六
～
七
頁
。

こ
の
点
、
石
炭
が
基
本
的
に
は

紡
績
業

に
お
け
る

「
イ

ン
ド
以
下
的

労
働
賃
金
」

(山
田
盛

太
郎

『
日
本
資
本
主
義
分
析
』
二
四
～
五
頁
)
、
製
糸
業
に
お
け
る

「
等
級
賃
金
制
」

(同
前
四

〇
～
二
頁
)
に
依
拠
す
る
綿
糸
、
生
糸
と
同

一
の
規
定
を
国
際
場
裡

に
お

い
て
う

け
て
い
る

こ

と
を
示
す
。

『
諮
問
会
議
事
録
』

物
産

一
九
七

ノ
三

三
七

～
八
頁
。

『
石
炭
議
事
録
』

物
産
二
〇

三

一
六
三
頁
。

同
前

一
六

二
頁
。

同
前

物

産
二
〇
四

五
二
頁
。

同
前

物

産
二
〇

五

一
二
六
頁
。

『
支
店
長
会
議
事
録
』

物

産

一
九
八

ノ
二

九
三
頁
。

明
治
三
六
年
五
月

に
は

こ
の
両
国
艦
隊

へ
の
供
給

用
と
し
て
英
炭

二
千
ト

ン
の
買
持
ち
が
管

理
部
会

で
認
可

さ
れ

て
い
る

(
『
重
役
会
議
案
』

物
産

一
二
五
)

の
が
注
目
さ
れ
る
。

『
石
炭
議
事

録
』

物
産
二
〇

三

一
六
三
～
四
頁
。

『
諮
問
会
議
事
録
』

物
産

一
九
七

ノ
六

二

一
四
～
六
頁
。

『
石
炭
議
事

録
』

物
産
二
〇
五

一
二
六
～
七
頁
。

『
諮
問
会
議
事
録
』
物
産

一
九
八
ノ
六

二

一
五
頁
。

な
お
、

日
露
戦
争
前

の
物
産
の
競
争
相
手
は
三
菱
、
安
川
、
谷
口
、
加
藤
、
千
住
、
宮
崎
等

で
あ

っ
た
が
、

こ
れ
ら

の
石
炭
商
が
従
来

の
方
針
を
転
換
し
石
炭
業

に
積
極
的
に
進
出
す

る
よ

う
に
な

っ
た

の
は
三
三
年
三
月
の
三
井

の
田
川
炭
坑
買
収

に
よ
る
筑
豊
進
出
が
契
機
と
な

っ
て

い
る

(
『石
炭
諮
問
会
議
事
録
』

物
産

二
〇
〇

一
〇
～

二
頁
)
。

『
諮
問
会
議
事
録

』

物
産

一
九
七

ノ
六

二

一
七
頁
。

な
お
、
両
炭
礦

の
発
展
と
そ
の
上
海
市
場

で
の
動
向
は
、
開
平
炭

に

つ
い
て
は

『
石
炭
諮
問

会
議
事
録
』

物

産

一
九
九

=

～
二
頁
、
『
諮
問
会
議
事
録
』

物
産

一
九
七

ノ
三

三
八

頁
、

『石
炭
議
事
録
』

物
産
二
〇
三

一
八

一
～
二
頁
、
『
諮
問
会
議
事
録
』

物
産

一
九
七

ノ
六

二
二
五
頁
、
同
前

物

産

一
九
七

ノ
七

一
六
七
頁
を
参
照
。
ま
た
、
撫
順
炭

に
つ
い

て
は
同
前
物

産

一
九
七

ノ
六

二

一
六
～
七
頁
、

二
二
〇
～
二
頁
を
参
照
。

⑳

『諮
問
会
議
事
録
』

物
産

一
九
七
ノ
七

一
六
四
頁
。

な
お
、

『
三
井
本
社

史
』
中
巻

に
よ
れ
ば
明
治
四
〇

年
、

物
産
が

撫
順
炭

の

一
手
販
売

権

を
獲
得
し

た
と
さ
れ
て
い
る

(同
書

四
八
〇
頁
)
。

68

『
石
炭
議
事
録
』

物
産

二
〇
五

一
二
〇
頁
。

69

撫
順
炭
坑
は
明
治
四
〇
年
四
月
、
鉄

道
庁
経
理
部
か
ら
満
州
鉄
道
株
式
会
社

に
そ

の
経
営
権

が
移

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
満
鉄

の
背
景
に
あ

る
国
家

権
力
と
物
産
と
の
結
び

つ
き

に
注

目
し

た

い
。

三

三
井
財
閥
の
形
成
と
三
井
物
産

ー
む
す
び
に
か
え
て
ー

当
該
時
期
の
物
産
の
石
炭
輸
出
業
は
前
章
ま
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
国
際
市
場

で
の
激
し
い
競
争
の
も
と
に
展
開
し
た
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
展
開
は
第

一
に
物
産
そ

の
も
の
の

「
独
占
資
本
」
11
財
閥
商
社

へ
の
推
転
を
促
進
せ
し
め
、
第
二
に
は
物
産
と

国
内
石
炭
産
業
と
の
結
合
を
新
た
な
段
階
に
推
し
進
め
、
第
三
に
そ
の
必
然
的
結
果
と

し
て
三
井
資
本
諸
部
門
間

(物
産
、
鉱
山
、
銀
行
)
の
有
機
的
構
成
を

完
成
せ
し
め
、

こ

こ
に
三
井
財
閥
資
本
の
成
立
を
み
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
こ
れ
ら
の
指
標
と
な

る
諸
点
に
つ
い
て
簡
単
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

(
一
)
三
井
物
産
の

「
独
占
資
本
」

へ
の
脱
皮

①

「石
炭
輸
出
販
売
同
盟
」
の
推
進

明
治
三
三
年
八
月
、井
上
馨
と
平
岡
浩
太
郎
、

具
島
太
助
が
協
議
し
、
物
産
の
益
田
孝
を
加
え
て
、
二
ケ
月
間
の
石
炭
売
止
に
よ

っ
て

炭
価
騰
貴
を
図
る

「
売
炭
中
止
同
盟
」
11

「石
炭
ト
ラ
ス
ト
」
結
成
を
決
定
。

一
〇
月

三
日
、
同
盟
員
二
七
名
中
、
一
六
名
の
参
加
で

「同
盟
規
約
」
、
石
炭
価
格
標
準
を
決
め

る
。
売
止
期
間
の
石
炭
金
融
を
三
井
銀
行
、
日
銀
に
依
頼
す
る
こ
と
に
す
る
。
三
菱
の

不
参
加
に
よ

っ
て
カ
ル
テ
ル
結
成
に
は
失
敗
す
る
が
、

こ
れ
を
主
導
す
る
益
田
孝

(三

井
物
産
)
の
動
向
に

「独
占
資
本
」
H
財
閥
商
社
と
し
て
の
物
産
の
存
在
形
態
を
み
る
。

②

産
業
集
中
化

・
独
占
化
の
組
織
主
体
と
し
て
の
機
能

市
場
の
独
占
的
支
配
の

前
提
と
し
て
の
坑
主
と
の

一
手
販
売
契
約
の
締
結
、
三
井
銀
行
と
の
共
同
、
あ
る
い
は

物
産
単
独
の
坑
主

へ
の
石
炭
金
融
は
そ
の
直
接
的
契
機
を
な
す
。



③

取
扱
機
構
の
整
備

・
統

一

「土
ハ通
計
算
規
程
」

の
制
定

(明
治
三
一
年
七
月
～

一〇
月
)
「
石
炭
取
扱
手
続
ご

(明
治
三
」
年
一
〇
月
)
「石
炭
取
扱
規
則
」
(明
治
三
一二
年
)

の
制
定
に
よ
る
石
炭
取
扱
手
続
の
整
備
。
「支

那
修
業
生
」
制
度
の
設
置
に
よ
る

(明
治

三
三
年

一
月
)
「買
弁
」
の
廃
止

(三
二
年
上
海
、
三
三
年
天
津
、
三
四
年
台
北
、三
五
年
香
港
)。

及
び

「支
那
並
台
湾
語
学
研
修
規
則
」
制
定

(三
三
年

一
二
月
)
に
よ
る
直
取
引
の
進
展
、

さ
ら
に
は
三
〇
年
代
以
降
の
海
外
支
店
網
の
拡
大
、
こ
れ
ら
は
物
産
の

「独
占
化
」
の

一
指
標
を
な
す
。

④

外
国
市
場
で
の
流
通
独
占

ホ
ン
ゲ
ー
無
煙
炭
の
日
本
輸
入

一
手
販
売
権
の
獲

得

(四
五
年
)
及
び
、

同
炭
の
長
江
筋

一
帯
の

一
手
販
売
権
の
獲
得
、

山
西
無
煙
炭
の

五
ケ
年
間
販
売
契
約
締
結

(と
も
に
大
正
二
年
)、
山
東
炭
の

一
手
販
売
権
の
掌
握

(大
正

三
年
、
但
し
上
海
を
除
く
)
、
こ
れ
ら
の
動
き
は
当
該
時
期

の
物
産
の
中
国
市
場
に
お
け
る

独
占
的
地
位
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、

外
国
間
貿
易
取
引
の
増
大

(日
露

戦
後
)
は
資
本
輸
出
を
代
位
す
る
財
閥
商
社

の
特
質
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
経
営
内
容
の
質
的
上
昇

(内
部
資
金
蓄
積
の
増
大
、
利
益
率
の
上
昇
)
、
経
営

の
多
角
化

・
総
合
化
、
国
家
権
力
と
の

一
層

の
結
合
、
等
は
い
ず
れ
も
物
産
の

「独
占

資
本
」
11
財
閥
商
社

へ
の
推
転
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

(二
)
三
井
財
閥
の
成
立
と
三
井
物
産

鉛

三
池
築
港
問
題
と
そ
の
資
金
創
出
過
程

明
治
三
五
年

一
一
月
か
ら
四
〇
〇
万
円
の
資
金
を
投
入
し
、
四

一
年
三
月
完
成
す
る

三
港
築
港
工
事
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
国
際
市
場
で
の
競
争
の
た
め
の
低
炭
価
維
持

の

必
要
が
基
本
的
促
進
要
因
で
あ
り
、
し
か
も
、
四
〇
〇
万
円
と
い
う
巨
額
の
築
港
費
の

捻
出
過
程
に
こ
そ
我
々
は
ま
さ
に
財
閥
資
本

と
し
て
の
三
井
の
諸
部
門
間
の
有
機
的
構

成
を
み
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
当
初
予
算
の
三
〇
〇
万
円
の
調
達
は
三
井
鉱
山
積
立

金
、
三
井
家
同
族
会
に
集
中
さ
れ
た
諸
準
備
金
、
三
井
銀
行
の
融
通
に
よ

っ
て
な
さ
れ

て
お
り
、
,同
族
会
に
プ
ー
ル
さ
れ
た
積
立
金
が
物
産
、
鉱
山
、
銀
行
の
利
益
金
か
ら
形

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
我
々
は
こ
こ
に

「
日
本
型
金
融
独
占
資
本
」
と
し
て

の
財
閥
資
本
の
資
本
構
成
の
有
機
的
結
合
の
内
実

を
指
摘
し
う
る
の
で
あ
る
。

②

石
炭
売
上
金
を
め
ぐ
る
三
井
銀
行

・
鉱
山
と
物
産

物
産
の
各
支
店
の
石
炭
売

上
金
は

一
た
ん
三
井
銀
行
に
吸
収
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
鉱
山

・
物
産
に
融
通
を
与
え

る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
銀
行
に
と

っ
て
は
巨
額
の
資
金
の
運
用
が
可
能

で
あ
り
、
鉱
山

・
物
産
に
と

っ
て
は
営
業
資
金
の
安
定
的
確
保
を
保
障
す
る
。
加
之
こ

の
こ
と
は
ま
さ
に
三
部
門
間
の
有
機
的
結
合
を

一
層
進
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。③

三
井
同
族
会
管
理
部
の
設
置
と
三
井
財
閥
資
本
の
成
立

明
治
三
五
年
四
月
三

井
家
同
族
会
事
務
局
内
に
設
置
さ
れ
た
管
理
部
は
各
営
業
店
の
利
益
金
か
ら
吸
収
さ
れ

た
諸
積
立
金
を
プ
ー
ル
し
、
「各
営
業
店
ノ
重
要
ナ
ル
起
業
ノ
計
画
及
ヒ
其
費
用
支
出

ノ
方
法
」
を
決
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
事
実
上

「財
閥
本
社
」
の
機
能
を
果
す
こ
と
に

な
る
。

こ
こ
に
我
々
は
明
治
三
〇
年
代
前
半
の
三
部
門
の

「近
代
化
」
を
前
提
に
し
た
三
井

資
本
の
内
部
構
造
に
財
閥
資
本
と
し
て
の
有
機
的
構
成
が
完
成
し
、
三
井
財
閥
資
本
の

成
立
を
み
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
重
要
な
こ
と
は
か
か
る
三
井
資
本
の
財
閥
資
本

へ
の
脱
皮
が
、
石
炭
輸
出
業

に
代
表
さ
れ
る
物
産
の
国
際
市
場
に
お
け
る
展
開
を
基
軸
に
、
鉱
山
、
銀
行
と
の
有
機

的
結
合
の
も
と
に
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
(
一
九
七
七
.
二
.
二
七
)。

註
①

以
上
に
つ
い
て
は
東
京
銀
行
集
会
所

『
銀
行
通
信
録
』
第

一
七
八
号

四
三
五
頁
、

及
び
同

第

一
八
〇
号

七
四
三
頁
。

『東

京
経
済
雑
誌
』
第

一
〇

四
四
号

三
九

五
頁
、

同
第

]
〇
五

七
号

=

五
九
頁
、
荻
野
喜
弘
「
日
本
石
炭
産
業
に
お
け
る
独
占

の
形
成
過
程
」
『
西
南
地
域

史
研
究
』
創
刊
号

八
～

一
〇
頁
、
を
参
照
。

②

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
前
掲
加
藤

「
九
州
炭
礦

部
成
立
の
諸
前
提
」
二
四
九
及
び
二
五
五
頁
、

前
掲
松
元
論
文

=
二
五
～
四
五
頁
を
参

照
。

③

同
前

加
藤
論
文

二
三
八
～
五
三
頁
参

照
。

④

「
三
井
家
同
家
族
会
管

理
部
会
議
録
」

(
そ
の

一
)
『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
七
号

三
三

一
～

二
頁
。

⑤

松
元
宏

「
財
閥
確
立
過
程

に
お
け
る
銀
行
」

横
浜
国
大
経
済
学
部

『
エ
コ
ノ
ミ
ア
』

五

八
号
。

⑧

「
管
理
部
規
則
」
『
三
井
事
業
史
』
資
料
篇

三

三
八
九
頁
。

(付
記
)
当
初
、
香
港
、
新
嘉
波

の
両
市
場

の
分
析
を
お
こ
な
う
予
定
だ

っ
た
が
、
紙
数

の
関

係

か
ら
統
計
諸
表
と
と
も

に
省
略
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
報
告
に
お
い
て
補
足
す
る
と

と
も

に
別
稿
を
予
定

し
て
い
る
。


